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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん、こんにちは。創生学部、○○です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部は、令和7年度より、新しくDX共創コースを新設します。
これまでの創生学部の学びを、創生学修コースとして設定し、新しくDX共創コースが加わります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部って、これまでの学部とどこが違っているのでしょうか？
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
他学部の学びは、専門的な学問について入学から卒業まで一貫して学びます。
卒業のゴールは、その専門的な知識やスキルを応用した職業に就くことが多いと言えるでしょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それに対して創生学部は、1年次に徹底して社会的な問題や課題を学び、自分自身が解決したい問題や課題を設定し、その解決のために多様な学問を選び組み合わせます。ですから、先輩達の卒業論文や就職先は、とてもバラエティに富んでいます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次は具体的な創生学部の代表的な講義を紹介します
なお、新コース設立にともない科目名も変わる可能性がありますのでご了承ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
フィールドスタディズは、民間企業や自治体等などの課題解決を目的として、学生が大学を飛び出し企業や行政など最前線の現場で、社員や職員の皆さんと一緒に学修するものです。
そのため豊富な実務経験を有する様々な社会人との関わりが多く、これからの大学での学びが、実社会でどのように生かされているのかなどを学修していきます。
DX共創コースでは、DXスタディーズをおこないます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和6年度のフィールドスタディズの詳細につきましては、創生学部のサイトの一番下のところに冊子がアップロードされていますので、ご覧ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
令和6年度のフィールドスタディズの詳細につきましては、創生学部のサイトの一番下のところに冊子がアップロードされていますので、ご覧ください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
数Ⅲは受験科目にありません。そのため講義で必要な数Ⅲの知識については、必要な部分を中心に学修することも準備されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
基礎ゼミは1年生と2年生が一つのグループを作り、学生が主体となって一つのテーマを研究します。今後の研究スキルを学ぶことを目的としており，文献資料の要約の仕方，論文の構成方法などを学びます。
またゼミ活動では、質疑応答・意見交換の機会をふんだんに提供しながら，議論などをおこなっていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2年次より、4年間の学びのコアとして、創生学修コースは新潟大学の人文学部、法学部、経済科学部、工学部、農学部、理学部が提供する21のパッケージから1つを選択します。
またDX共創コースは、新設の情報社会デザイン科学パッケージを選択します。
学生の中には文系から理系へ、理系から文系へのパッケージを選択する人もいます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
データサイエンスは、データ分析の理論と実践を統計学の基礎から学ぶ講義で、文系・理系分野における 質的・量的データの活用などを、具体的な事例を通して 実践的に学びます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
データサイエンスは、データ分析の理論と実践を統計学の基礎から学ぶ講義で、文系・理系分野における 質的・量的データの活用などを、具体的な事例を通して 実践的に学びます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
少人数での授業を通して「使える英語」の獲得を目指す講義が、ペースです。
特に海外での活躍を希望する学生向けのネイティブ教員による英語の授業で、英語によるプレゼンテーションスキルや論文の書き方などを学びます
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
プロジェクトゼミ、ソリューションラボは、他学部の卒業論文にあたる研究をおこないます。社会的な問題や課題について深く研究をおこないます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部には魅力的な授業がたくさんあります！
でも、ただ授業を聞くだけでは力は身につきません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グループワークでは、一人では気づかない新しい視点が見えてきます。そのためお互い考えが深まります





プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学生一人一人の異なった考えが、論理的にまとまっていくことで、とても深い考えに発展します。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2つめは、意識の持ち方です
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
なりたい自分を想像して行動し続けることです
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
創生学部での学びは自由度の高いカリキュラムです。自分が何をやりたいのか、徹底的に考えることが必要です。途中で変わっても、やりたいことがまだ決まっていなくてもOKです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、自分自身の進む方向を構成するための講義も充実しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ただ、自由度が高い分、自分自身が決定して行動することが求められます。
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